
別紙

　　　◆◆◆表彰式及び場所　：　平成２６年７月２２日（火）１０時００分◆◆◆

名古屋合同庁舎第２号館（名古屋市中区三の丸2-5-1）

８Ｆ共用大会議室

【中部地方整備局長表彰（５件）】

　◆優良工事（成績優秀）　２社

●

工 事 名

工事内容

工 期

請 負 額

表彰理由

●

工 事 名

工事内容

工 期

請 負 額

表彰理由

　◆優良工事技術者（成績優秀）１名

● 株式会社ヤマウラ　監理技術者 兼 現場代理人　三井　康孝

工 事 名 平成２５年度　天竜川水系太田切１６号床固工事
表彰理由 近接工事との調整を積極的に担い、効率的な人員及び機械配置を行い

工程管理に努めた。隣接する工場及び地元住民・行政と良好なコミュ
ニケーションを図りながら工事を円滑に進めた。また、寒冷地に適し
たジェットヒーターを使用し寒中養生を適切に実施した。

福美建設株式会社

株式会社ヤマウラ

平成２５年度　天竜川水系太田切１６号床固工事

平成２５年８月３日から平成２６年３月２８日まで

￥３３５,６８５,０００.－

平成２５年度　天竜川水系太田切１５号床固工事

平成２５年７月６日から平成２６年３月２８日まで

￥２１２,１５２,５００.－

近接工事との運搬路やヤードの共有など制約のある中、巨石積護岸及
び床固工を厳密な施工管理のもとに施工、周辺は観光利用者があるこ
とから、発生した巨石を有効活用し景観形成に工夫を凝らすなど、丁
寧な施工により出来映えが非常に良かった。

近接工事との運搬路やヤードの共有など制約がある中、巨石積護岸及
び床固工事の他、補償工事を含む多工種からなる複雑な工事を厳密な
施工管理のもとで実施し、丁寧な施工により出来映えが非常に良かっ
た。

本工事は、長野県上伊那郡宮田村新田地先の太田切川に計画している
床固工事を実施したものである。（砂防土工１式、流路護岸工１式、
床固工１式、根固め・水制工１式、擁壁工１式）

本工事は、長野県上伊那郡宮田村新田地先の太田切川に計画している
床固工事を実施したものである。（砂防土工１式、流路護岸工１式、
床固工１式、根固め・水制工１式、取水工１式、道路土工１式、舗装
工１式、擁壁工１式）

みつい やすたか

1



　◆優良業務（成績優秀）　１社

●

業 務 名

業務内容

履行期間

請 負 額
表彰理由

　◆優良業務技術者（成績優秀）　１名

●

業 務 名
表彰理由

アジア航測株式会社 長野営業所　管理技術者　坂口　宏

平成２５年度　天竜川水系深層崩壊検討業務

アジア航測株式会社 長野営業所

平成２５年９月３日から平成２６年３月２０日まで

発注者との連絡を密に行い、関係機関と業務に関わる意見聴取時にお
いても、既往の資料を収集・取りまとめた上で関連資料を綿密に準備
し実施するなど、効率的な業務の実施により成果品の精度向上を行っ
た。

平成２５年度　天竜川水系深層崩壊検討業務

￥４０,２１５,０００.－

本業務は、深層崩壊の恐れのある渓流を抽出及び深層崩壊の恐れのあ
る渓流におけるシミュレーションを実施し、施設効果や安定性、施設
計画の検討等の資料とするものである。

発注者との連絡を密に行うとともに、関係機関の意見聴取時において
も関連資料を綿密に準備した上で実施するなど、効率的な業務を実施
し、深層崩壊跡地判読など成果品の精度向上を図った。

さかぐち ひろし
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　　　◆◆◆表彰式及び場所　：　平成２６年７月２５日（金）１０時００分◆◆◆

天竜川上流河川事務所　２階会議室

（長野県駒ヶ根市上穂南７－１０）

【天竜川上流河川事務所長表彰　工事の部（１７件）】

　◆優良工事（成績優秀）　４社

●

工 事 名

工事内容

工 期

請 負 額

表彰理由

●

工 事 名

工事内容

工 期

請 負 額

表彰理由

●

工 事 名

工事内容

工 期

請 負 額

表彰理由

下平建設株式会社

平成２５年度　天竜川中平地区河川補修工事

本工事は、長野県上伊那郡飯島町中平地先において出水等により洗掘
された根固め及び護岸の補修工事を実施したものである。（河川土工
１式、護岸基礎工１式、法覆護岸工１式、根固め工１式、水制工１
式）

護岸の根継工事であるが、既設構造物との端部も適切に処理し、構造
物の線形も良好で全体的美観に優れている。また、増工にも的確に対
応がなされ、適切な工程管理により工期内に工事を完成することがで
きた。

￥２９７,６７５,０００.－

平成２５年２月２２日から平成２６年３月１０日まで

本工事は、狭隘かつ気象条件が厳しい中で、工事期間を通じ十分な施
工体制を確保し適切な現場管理を行い、無事故で工事を完成させた。
また工事用車両の通行に際し、待避所の確保、注意看板の設置など地
域の方々の生活面に配慮し、地域の信頼向上に努めた。

清野建設株式会社

本工事は、河川利用者が多い区間における施工であることから、利用
者の安全な通行確保のための対策に十分配慮するとともに、工事によ
る周辺の井戸涸れへの速やかな対応を図るなど優れた施工管理がなさ
れた。また、構造物は全体的に良好な出来映えであった。

本工事は、長野県伊那市車屋地先において、出水等により洗掘された
根固め及び護岸の補修工事を実施したものである。（河川土工１式、
護岸基礎工１式、法覆護岸工１式、根固め工１式、水制工１式）

平成２５年８月２８日から平成２６年３月２０日まで

￥１０３,５３０,０００.－

本工事は、長野県伊那市高遠町芝平地先の山室川支川初ノ沢において
計画している砂防堰堤工事に必要な工事用の道路工事を実施したもの
である。（道路土工１式、法面工１式、擁壁工１式、防護柵工１式）

平成２４年度　天竜川水系初ノ沢砂防堰堤工事用道路工事

エフ・ケー建設株式会社

平成２５年度　三峰川車屋地区河川補修工事

平成２５年８月３０日から平成２６年３月２０日まで

￥１１０,７７５,０００.－
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●

工 事 名

工事内容

工 期

請 負 額

表彰理由

　◆優良工事技術者（成績優秀）　２名

●

工 事 名

表彰理由

●

工 事 名

表彰理由

福美建設株式会社　監理技術者　片桐　貴司

平成２５年度　天竜川水系太田切１５号床固工事

神稲建設株式会社

平成２５年度　天竜川水系片桐松川大栢井地区床固工事

平成２５年９月２７日から平成２６年３月２８日まで

￥２１１,４７０,０００.－

近接工事との運搬路の共用など制約がある中で、石積護岸工及び床固
工を厳密な施工管理のもとで行った。また、流路幅が狭い中で、仮締
切工を適切な配置で通水断面を確保しながら施工した。出来映えは丁
寧な施工により非常に良かった。

本工事は、長野県下伊那郡松川町大栢井地先の片桐松川に計画してい
る床固工群の床固工及び流路護岸工の工事を実施したものである。
（砂防土工１式、流路護岸工１式、床固工１式、流路付属物設置工１
式）

平成２５年度　天竜川水系太田切１５号床固工事

近接工事との調整、及び効率的な人員・機械配置など工程管理を的確
に行い工事の進捗に努めた。また、コンクリートのレイタンス除去処
理水の中和処理を行うなど、河川環境へ配慮した施工を行った。

近接工事の状況を含め工事全体の把握が的確になされ、隣接する工場
及び地元住民・行政と良好なコミュニケーションを図りながら工事を
円滑に完成させた。

福美建設株式会社　現場代理人　下平　一之
しもだいら かずゆき

かたぎり たかし

4



　◆優良工事協力企業　９社、優良工事協力企業技術者　２名

● 泊土木

工 事 名 平成２５年度　天竜川水系太田切１５号床固工事

（優良工事：局長表彰、施工者：福美建設株式会社）

担当工事 流路護岸工、床固め工、仮設工

表彰理由

● 三澤ブルドーザー株式会社

工 事 名 平成２５年度　天竜川水系太田切１５号床固工事

（優良工事：局長表彰、施工者：福美建設株式会社）

担当工事 土工、仮設工

表彰理由

● 株式会社宮坂組

工 事 名 平成２５年度　天竜川水系太田切１６号床固工事

（優良工事：局長表彰、施工者：株式会社ヤマウラ）

担当工事 土工、躯体工、構造物撤去工

表彰理由

● 有限会社松寿園

工 事 名 平成２５年度　天竜川水系太田切１６号床固工事

（優良工事：局長表彰、施工者：株式会社ヤマウラ）

担当工事 巨石張工 石積工、天端転落防止壁工、側壁工、斜路・常水路工

表彰理由

冬季におけるコンクリート作業において、温度応力解析結果より外気
温の影響を受けやすい天端から冷やされることを防止するため、シー
ト養生及び「うるおんマット」の設置を行った。また温度降下速度を
遅らせ、内部拘束作用緩和のため存置期間を可能な限り長くした。結
果クラックなく施工が完了した。

厳寒期施工の中、胴込コンクリート打設前の配慮として、温水式高圧
洗浄による巨石表面付着物の安全除去、シート養生による氷雪混入防
止を図り、品質を確保して工事を完成させた。

巨石の多い現場の特性を生かし、最終の河床整理を行った。本現場左
岸に井水の取り入れがあり、右岸から左岸に水の流れを調整する必要
があった。上流既設構造物との距離が無い中で右岸から左岸へ巨石を
使い景観に配慮した形で水の流れを調整する河床整理を行った。

厳寒期かつ工程が厳しい中、大口径バイブレーター使用による確実か
つ丁寧な締固め作業を行い、床固工の品質を確保して工事を完成させ
た。
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● 株式会社矢澤興産

工 事 名 平成２５年度　天竜川水系太田切１６号床固工事

　 （優良工事：局長表彰、施工者：株式会社ヤマウラ）

担当工事 巨石張工、ブロック積工、石積工

表彰理由

工 事 名 平成２５年度　三峰川車屋地区河川補修工事

　 （優良工事：事務所長表彰、施工者：エフ・ケー建設株式会社）

担当工事 石張工

表彰理由

● 株式会社松川組

工 事 名 平成２５年度　天竜川中平地区河川補修工事

（優良工事：事務所長表彰、施工者：下平建設株式会社）

担当工事 河川土工、構造物撤去工、仮設工

表彰理由

● ムサシ建設工業株式会社

工 事 名 平成２４年度　天竜川水系初ノ沢砂防堰堤工事用道路工事

（優良工事：事務所長表彰、施工者：清野建設株式会社）

担当工事 法面工

表彰理由

●

工 事 名

（優良工事：事務所長表彰、施工者：清野建設株式会社）

担当工事 法面工

表彰理由 当現場一帯は脆弱な地質の地すべり地帯であるため、逆巻き工法によ
りアンカー及び法枠の設置工事を行った。施工量が多く小規模崩落等
も発生したが、これに即時対応し、冬季前に良好な品質・出来形によ
り工事を完成させた。

平成２４年度　天竜川水系初ノ沢砂防堰堤工事用道路工事

石張工に自然石を使用する意義を考慮して、冬期施工にもかかわらず
豊富な経験から、石と石との噛み合わせを考慮し、不定形な自然石を
一つ一つ見定め、人力による石積作業を行い、石材面に付着するコン
クリートや泥を常に洗浄する等、一つ一つ手作業による丁寧な施工を
行い品質の向上に努めた。

仮締切の施工において、現地特性（支川との合流点である事から巨石
が多い）を生かし、通常の大型土のう積みの全面に巨石を配置した。
より堅固な仮設の施工により、増水時の決壊や水没もなく、構造物の
品質を満足する事ができた。

当現場一帯は脆弱な地質の地すべり地帯であるため、逆巻き工法によ
りアンカー及び法枠の設置工事を行った。施工量が多く小規模崩落等
も発生したが、これに即時対応し、冬季前に良好な品質・出来形によ
り工事を完成させた。

ムサシ建設工業株式会社　主任技術者　加藤　孝

厳寒期施工の中、胴込コンクリート打設前の配慮として、温水式高圧
洗浄による巨石表面付着物の安全除去、シート養生による氷雪混入防
止を図り、品質を確保して工事を完成させた。

かとう たかし
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● 株式会社井上興業

工 事 名 平成２４年度　天竜川水系初ノ沢砂防堰堤工事用道路工事

（優良工事：事務所長表彰、施工者：清野建設株式会社）

担当工事 道路土工、舗装工、擁壁工、排水構造物工

表彰理由

● 有限会社竹内工業

工 事 名 平成２５年度　天竜川水系片桐松川大栢井地区床固工事

（優良工事：事務所長表彰、施工者：神稲建設株式会社）

担当工事

表彰理由

●

工 事 名

（優良工事：事務所長表彰、施工者：神稲建設株式会社）

担当工事

表彰理由

砂防土工、流路護岸工、床固め工、流路付属物設置工、
構造物撤去工、仮設工

土砂運搬車輌の安全運行･管理に努めた他、床固め工の寒中コンク
リート打設においては、床掘地盤面についてもコンクリート打設前日
よりシート･練炭にて養生し、床掘面凍結の防止措置を行う等、品質
の確保に努めた。また、出来形管理においても規格値に対する施工精
度が良好であった。

砂防土工、流路護岸工、床固め工、流路付属物設置工、
構造物撤去工、仮設工

土砂運搬車輌の安全運行･管理に努めた他、床固め工の寒中コンク
リート打設においては、床掘地盤面についてもコンクリート打設前日
よりシート･練炭にて養生し、床掘面凍結の防止措置を行う等、品質
の確保に努めた。また、出来形管理においても規格値に対する施工精
度が良好であった。

有限会社竹内工業　主任技術者　平島　稔

平成２５年度　天竜川水系片桐松川大栢井地区床固工事

法面工事が逆巻き工法であったため、土工事は１．３ｍ程度ごとに切
り下げていく変動した工程となった。また途中に小規模な崩落等が発
生したが、これらに円滑に対応し全体工程を遅延なく工事を完成させ
た。

ひらしま みのる
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　　　◆◆◆表彰式及び場所　：　平成２６年７月２５日（金）１５時００分◆◆◆

天竜川上流河川事務所　２階会議室

（長野県駒ヶ根市上穂南７－１０）

【天竜川上流河川事務所長表彰　業務の部（８件）】

　◆優良業務（成績優秀）　５社

●

業 務 名

業務内容

履行期間

請 負 額
表彰理由

●

業 務 名

業務内容

履行期間

請 負 額
表彰理由

●

業 務 名

業務内容

履行期間

請 負 額
表彰理由

平成２５年７月１０日から平成２６年３月１０日まで

￥２８,０３５,０００.－

平成２５年度　天竜川上流大規模土砂災害システム検討業務

￥４０,９１８,５００.－

本業務の目的を十分に理解し、多岐にわたる検討項目の中、発注者と
連絡を密にとり、植生消長機構など新たな手法を加えるなど的確で精
度の高い成果が得られた。

株式会社建設技術研究所 中部支社

平成２５年７月１８日から平成２６年３月２８日まで

平成２５年度　天竜川下久堅築堤護岸詳細設計業務

株式会社ジッソク

日本工営株式会社 名古屋支店

業務を実施するにあたり、事前に現地の地形や既設護岸、排水施設な
どの状況を調査し、その結果を反映した適切な設計を実施することに
より優れた成果品を納めることができた。

平成２５年９月２６日から平成２６年３月２０日まで

￥６,３１０,５００.－

平成２５年度　天竜川上流土砂動態解析検討業務

本業務は、生態土砂量が多く、急流で河床変動の大きな天竜川上流域
において、土砂流出特性及び土砂動態特性を把握するとともに、通過
土砂量、土砂収支を整理し、既設ダムの排砂や河川改修が流下特性に
与える影響について検討したものである。

本業務は、砂防堰堤や渓流を対象にＣＣＴＶカメラ画像による流速流
量計測システム構築を行い、警戒避難体制の強化・コスト縮減につい
て検討したものである。

現状の課題を十分に分析した上で、関係機関と計測システム構築に関
わる調整や計測システムの新技術資料の収集・確認等を行った上で、
現場に適応できるシステムを構築するなど良好な成果品の取りまとめ
を行った。

本業務は、長野県飯田市下久堅地区に計画している築堤護岸整備の詳
細設計を実施したものである。
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●

業 務 名

業務内容

履行期間

請 負 額
表彰理由

●

業 務 名

業務内容

履行期間

請 負 額
表彰理由

　◆優良業務技術者（成績優秀）　３名

●

業 務 名
表彰理由

●

業 務 名
表彰理由

●

業 務 名
表彰理由

日本工営株式会社 名古屋支店　管理技術者　石井　秀樹

￥３８,１３６,０００.－

株式会社パスコ 名古屋支店

株式会社建設技術研究所 中部支社　管理技術者　黒田　直樹

平成２５年度　天竜川上流土砂動態解析検討業務

平成２５年度　天竜川水系小渋川・遠山川流域砂防基盤図作成業務

業務遂行にあたり、関連する他の流域における砂防基盤図作成業務と
の調整を行い、施設をもれなく明示するなど成果品の精度向上に努め
た。

中日本航空株式会社 名古屋支店

業務遂行にあたり、関連する他の流域における砂防基盤図作成業務と
の調整を積極的に行い、施設配置をもれなく明示するなど成果品の精
度向上に努めた。

平成２５年度　天竜川下久堅築堤護岸詳細設計業務

￥３９,２２８,０００.－

管理技術者として現状のシステムの課題を十分に分析した上で、発注
者や関係機関とシステム構築に関わる調整や新技術資料の収集・確認
を行う等、現地調査の結果やシステムの検討を加え、現場に適応した
成果の取りまとめに際して中心的役割を果たした。

平成２５年６月１１日から平成２６年１月３１日まで

平成２５年５月３１日から平成２６年１月３１日まで

平成２５年度　天竜川水系三峰川・竜西流域砂防基盤図作成業務

本地区は、新たに築堤護岸を実施する箇所であり、管理技術者として
現地の地形や既設護岸、排水施設などの状況を的確に把握して検討を
行い、詳細設計に反映させることにより、優れた成果品を納めること
ができた。

本業務は、天竜川上流砂防管内における三峰川・天竜川竜西流域の砂
防基盤図を作成したものである。

本業務は、天竜川上流砂防管内における小渋川・遠山川流域の砂防基
盤図を作成したものである。

本業務の目的を十分に理解し、多岐にわたる検討項目の中、発注者と
連絡を密にとり、植生消長機構など新たな手法を加えるなど的確で精
度の高い成果が得られた。

平成２５年度　天竜川上流大規模土砂災害システム検討業務

株式会社ジッソク　管理技術者　伊東　誠
いとう まこと

くろだ なおき

いしい ひでき

9


